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要 旨
【背景と目的】各基幹施設において，どの程度，専攻医の NICU研修が行われているのかを把握
し，今後の研修プログラムにおける新生児研修に関する方策を検討すること
【対象と方法】専攻医研修プログラムを有する基幹施設 179施設の小児科専門研修プログラム責
任者にWEBサイト（PC，スマートフォン，タブレット）から回答してもらった．調査期間は 2019
年 8月 20日～10月 31日とした．
【結果】157施設から回答があった（87.7%）． 2019年度のプログラムに「NICUにおける研修」等，
記載されている施設は 126，記載がない施設は 6（無回答 25施設）であり，この問に回答した施設
のほとんどは NICUにおける研修がプログラムに明記されていた．ほとんどの基幹施設が自施設
で NICU研修を行っており，4～6か月間の研修で 40～59症例を経験できる施設が多かった．指導
は周産期専門医が行う施設が大多数であった．
【結論】すでにほとんどの基幹施設では NICU研修に取り組んでいた．プログラムに記載がない
施設もあったが，今後，明記する予定と回答があった．研修期間・経験する症例数にはばらつきが
あるが，6か月間の研修が望ましいと答えた施設が多く，実際に 4～6か月と 7～12か月を加える
と 89施設となり，6か月の NICU研修をプログラムに明記することが新生児研修の標準化につな
がると考えられた．

はじめに

小児科専攻医にとっての新生児研修は，1）疾病を有
する新生児を適切に診断・治療し，必要に応じて専門
医に紹介する診療能力を身につけること，2）新生児医
療を経験することで育児支援につながるバランスの取
れた小児医療を実践する能力を身につけること，とい
う二つの視点から重要である．現在，小児科学会でも
小児科専攻医研修の中で，NICU・新生児室研修を 3～
6か月間程度，研修プログラムに組み入れる方向で検
討されている．現状でどの程度の基幹施設プログラム
に記載されているのかを把握するために今回アンケー
ト調査を行った．

目 的

各基幹施設においてどの程度，専攻医の NICU研修
が行われているのかを把握し，今後の方策を検討する
こと．

対象と方法

対象：専攻医研修プログラムを有する基幹施設 179

施設の小児科専門研修プログラム責任者．
方法：本アンケート調査に関する依頼用紙を責任者
に郵送した．依頼用紙にはこの調査に関する URLと
QRコードが張り付けられており，そこからWEBサ
イト（PC，スマートフォン，タブレット）に入って回
答してもらった．調査期間は 2019年 8月 20日～10
月 31日とした．

結 果

179施設のうち 157施設（87.7%）からWEBサイト
に回答いただいた．以下，表に示すアンケート内容の
質問に対する回答結果を示す．
問 1：複数回答．新生児蘇生法講習の受講に関する
質問であるが，157施設のうち 80施設から回答があ
り，うち 70施設は専攻医全員が，66施設が希望者は受
講していた．行っていない施設は 7施設であった．
問 2：131施設から回答があり，69施設が総合周産
期センター， 62施設が地域周産期センターであった．
問 3：基幹施設における NICU病床数は 9床が最も

多く 35施設であった．ついで 6施設以下が 30施設，
12床が 23施設であった．
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表

アンケート内容
問 1：新生児蘇生法講習会に関し，対象者を以下より選択ください．
 （　　）専攻医全員，（　　）希望者，（　　）行っていない，（　　）その他：
問 2：施設の形態はどれですか？（2019 年 4 月 1 日現在）
 （　　）総合周産期母子医療センター，（　　）地域周産期母子医療センター，（　　）その他
問 3：NICU（保険認可の病床に限る）とGCUの病床数を教えて下さい．
 （2019 年 4 月 1 日現在）NICU（　　）床，GCU（　　）床
問 4：分娩数を教えて下さい．（2018 年 1 月 1 日～ 2018 年 12 月 31 日）
 （　　）分娩なし，（　　）500 件未満，（　　）500 ～ 999 件，（　　）1,000 ～ 1,499 件，
 （　　）1,500 ～ 1,999 件，（　　）2,000 件以上
問 5：NICU・GCU入院数を教えて下さい．（2018 年 1 月 1 日～ 2018 年 12 月 31 日）
 （　　）0件（NICU・GCUなし），（　　）200 件未満，（　　）200 ～ 399 件，
 （　　）400 ～ 699 件，（　　）700 ～ 999 件，（　　）1,000 件以上
問 6： 貴施設におけるプログラム（2019 年度）の内容に「NICUにおける研修」等，記載されていますか？
 （　　）はい，（　　）いいえ
問 7： 専攻医がNICUを（関連施設含めて）研修するプログラム内容をお持ちですか（プログラムに「NICU

における研修」等の記載はないが，実際にはNICUを研修している場合は“はい”とお答えください）？
 （　　）はい，（　　）いいえ
問 8：問 7で「はい」の場合，その内容をお示しください．
 対象：（　　）全員，（　　）希望者のみ
 研修施設：（　　）自施設，（　　）連携施設
 研修期間：約（　　）か月
 経験する症例数：約（　　）例
 指導は周産期専門医が行っていますか：（　　）はい，（　　）いいえ
 分娩立ち会いはありますか：（　　）はい，（　　）いいえ
問 9：望ましいNICU研修期間はどれくらいとお考えでしょうか：（　　）か月
問 10：問 7で「いいえ」の場合，今後，NICUにおける研修を考えておられますか？
 （　　）はい，（　　）いいえ
＊＊問 3にてNICU・GCU（0床）と答えた先生は以下，問 11 から 13 も合わせてお答えください＊＊
問 11：専攻医は正常新生児室の研修を行っていますか？：（　　）はい，（　　）いいえ
問 12：現在のプログラムに記載されている関連施設でNICU研修が可能な施設はありますか？
 （　　）はい，（　　）いいえ
問 13．問 12 で“はい”の場合，年間何人まで研修可能ですか？：（　　）人

問 4：基幹施設における年間分娩数は 500～999が
最も多く 56施設，ついで 499以下が 49施設であった．
年間分娩数が 1,000以上の施設は 25施設であった．
問 5：2018年の NICU・GCU入院数は 200～399が
59施設で最も多く，ついで 200未満が 36施設であっ
た．
問 6：基幹施設におけるプログラム（2019年度）の
内容に「NICUにおける研修」等，記載されているかに
対しては 132施設から回答があり，126施設で記載あ
りと回答があった（図 1）．
問 7：専攻医が NICUを（関連施設含めて）研修する
プログラム内容を持っているかという質問に対して，
118施設から回答があり，1施設を除いて“あり”と回
答があった．
問 8：問 7で「はい」と答えた 126施設のうち 123
施設が“全員”で 7施設が“希望者のみ”であった（問
7で回答がなかった施設からもこの問に回答があった

ため数が一致しない）．研修施設は 112施設が“自施
設”，20施設が“連携施設”であった．NICU研修期間
は 4～6か月が 58施設と最も多く，ついで 7～12か月
が 31施設，3か月以下が 27施設であった．12か月以
上と回答した施設も 6施設あった（図 2）．研修期間中
に経験する症例数は 40～59症例が最も多く 46施設，
ついで 20～39症例が 29施設であった．100症例を超
える施設も 35施設あった（図 3）．指導は周産期専門医
が行っている施設が 121施設であり，それ以外と答え
た施設は 9施設のみであった．分娩立ち会いは 128施
設で経験させており，立ち合いなしと答えたのは 1施
設のみであった．
問 9：望ましい NICU研修期間については 6か月と
回答した施設が 47施設で最も多く，ついで 3～6か月
が 32施設であった．1年以上が望ましいと回答した施
設も 25施設あった（図 4）．
問 10：問 7で「いいえ」と答えた 5施設中 4施設は
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図 1 「NICUにおける研修」等の記載の有無

図 2 NICU研修期間

今後，NICUにおける研修を考えていると回答し，考え
ていないと答えた施設は 1施設のみであった．
問 3にて NICU・GCU（0床）と答えた施設
5施設とも専攻医は正常新生児室の研修を行ってお
り，また現在のプログラムに記載されている関連施設
で NICU研修が可能な施設があると答えた．年間で対
応できる人数は 1名，2名，2～3名，10名，施設によ
り異なる，という回答であった．

考 察

新生児蘇生法講習会を含めて新生児研修は専攻医の
ほとんどが適切に受けていると考えられる．ただし，
NICU研修がプログラムに明記されていない施設や分
娩立ち合いを経験できない施設もあるため最短でも 3
か月の NICU研修をプログラムに記載するようにお
願いしたい．NICU研修期間ならびに経験する症例数
にはかなり幅があり，どの基幹施設で研修するかに
よって違いがあるようだ．ある程度，新生児研修の標
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図 3 研修期間中に経験する症例数

図 4 望ましい研修期間

準化があるほうがよいと思われる．具体的には，望ま
しい NICU研修は 6か月と回答した施設が多く，新生

児研修は原則的に 6か月というのが妥当であると考え
られた．


